
マキベエ工法®は、
ニチアスが世界で初めて開発した

耐火被覆工事の安心・安全な工法です。

巻付け耐火被覆材料
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　　　　　　　　　　 　　 　　　はニチアスが開発した

耐熱ロックウール を基材とした巻付け耐火被覆材料です。

マキベエ工法® は、製品を巻いてピンで留める簡単施工（後打ち溶接工法® ）で、

吹付け工事のような特別な技量は不要です。

ニチアスが自信をもってご提案する次世代スタンダード工法です。

吹付けから巻付けへ、耐火被覆の新世代。

巻いて

ニチアスの永年にわたる研究と、
独自に培ってきた製造技術により作り出した、
通常のロックウールに比べて

高温に強い材料です。

耐熱ロックウールとは

難燃性表面化粧材
（意匠性・防じん性）

耐熱ロックウール
（耐火性）

※ 「マキベエ」、「マキベエ工法」、「後打ち溶接工法」は、ニチアス（株）の登録商標です。

通常のロックウール（当社製品） 

（耐熱ロックウール）
マキベエ®

マキベエと通常のロックウールを800℃の中に放置した時の収縮比較。



守る。

固定ピン
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マキベエ®ࣸ࿾ၯ
/#-+$EE CFQRVGF EZCORNG

施工写真

ཌએ ೰守٩޵
施工年：2018年事例データ

施工写真

写真提供：熊本市

ദݐスǑǊǪȑー®
事例データ 施工面積：120,000㎡

施工年：2012年

© TOKYO-SKYTREE© TOKYO-SKYTREE

ຼ်஑࠸ՃلƞƆǆなとƆǀƞも§§§
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ദې ֯ݐǴൺ֯ল

施工面積：6,000㎡　施工年：2012年

ଏ೽ࢌޥ ఆ�ターȅǰル

施工面積：4,200㎡　施工年：2016年

۹߯ઐ�߯ీॕ۹ॕ צ࠲ྍ

施工面積：5,800㎡　施工年：2016年

施工写真

施工写真

ദݐȅッドタウン（กਊ৬）

施工面積：352,000㎡　施工年：2022年

撮影者：堀 勝志古撮影者：堀 勝志古
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マキベエ工法® 施工৑ਭ
CQXGTKPI /GVJQF /#-+$EE CQPUVTWEVKQP RTQEGFWTG

施
工
手
順

৏ƽࢳいຨളਮါ�

材料଻ృ

ǑッターƷǵǛȅで
๟要଄法ƞ଻ృ

工ઐଙू品のため、ࡩƈƷླྀഒがԻ೅
Ċ施工後のࢬࣤࠎ目のಾࠧ

自ৎࣤࠎ�

�材料ทඖ

画像未着

�

ಔඥƞǂたるܸࠓと製ூ技ਖƞよƽ

ଙƲਕƈƿたニチアスൠ自の巻付け耐火被覆材料

安定品質
37#.+T;

発じんが
少ない

C.E#N

従来の吹付け工法に比べて発じんが
大幅に少なくなるので、養生作業が不要

従来の吹付け工法は、ムラが多く厚み
ゲージや密度の抜き取り検査が施工
箇所ごとに必要であったが不要
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巻付け

ဉଙが不要のため、೪݀が࿳Ր
Ċ次の工೓ƞՕ࢟しƷすい

ଗஜ໤付け�

� 溶接ガンにピンを取り付け、マキベエの上からピンを刺す。�

ピンの先端部が鉄骨面に達するまで回しながら押す。�

溶接ガンの溶接スイッチを押し、固定ピンを接着。�

溶接完了。�

マキベエを施工箇所にあてがう。�

ଏڣ

工事の׳ဴࡧで

ǮータルǙスǮのङࠧも�

後打ち溶接工法®
ニチアスが世غਯで開発した

ピン後打ち溶接の簡単施工

溶　接　۲ ೅ピン࠴




P9 「副資材」参照

写真提供：（株）タイルメント

トータル
コスト削減

COST

発塵が少ない
C.E#N

現場での
吹付け作業がないため、
養生作業が不要

長期安全性
S#(ET;

溶接ピンによる施工で、
しっかり固定 従来の吹付け工法に比べ

工期が大幅に短縮可能
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イエロー
マキベエ （標準色）

ホワイトシルバー
マキベエ WTA

ホワイトグレー
マキベエ WGR

シルバー
マキベエ CLA

マキベエ®
マキベエはǻǍルǮઙƞଏߏした耐熱ロックウールƞ、

ඉඩ଎๰ྛੵ׳材を接ౢした耐火被覆材料です。

/#-+$EE

製品

マキベエ
（標準色・WGR・BL・WTA・CLA）

厚 さ

40mm

20mm

65mm

密 度 標準寸法（働き幅） 特 性

80～120kg/㎥ 925（915）×6,000mm
40(R)mm 80～120kg/㎥ 925（895）×6,000mm

80～120kg/㎥ 925（915）×10,000mm

90～130kg/㎥ 925（895）×3,300mm

65(R)注3mm 90～130kg/㎥ 925（895）×3,300mm

◆ 製品仕様

注2：材料の仕様毎に、不燃認定を取得しております。詳細はお問い合わせください。
注3：65(R)mm品は相じゃくり加工の寸法が異なるため、６５品と隣合う箇所で使用しないでください。

※ 印刷のため、実際の製品と色が多少異なります。　注1:特許第6378212号（表面材加工に関する特許）

難燃性表面化粧材

பƋƶƂƽ׹工ƞよƽ

目ోຨから熱の်ඖを༹ƃ

耐熱ロックウールƞよƽ

火ࣼইの熱から
೭ࣈを守る

◆ カラーラインアップ

ブラック
マキベエ BL

通常仕様 オプション仕様 （受注生産品）

800℃、3時間加熱した後の比較

相じゃくり加工 ※ 高温時の収縮

不燃材料 注2

ホルムアルデヒド放散特性  F☆☆☆☆

マキベエ

通常の
ロックウール
（当社製品）

難燃性不織布　単層仕様 難燃性不織布＋アルミシート＋PETフィルム注１積層仕様
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�ইۉ耐火

※ 認定書に記載された断面形状係数以下の鋼材寸法にのみ適用できます。
　 詳細はお問い合せください。

使用例 ： H-300×200×12×22の鋼材寸法の場合

厚さ：
40mm

厚さ：
25mm

ಧઓ्࿺  厚さ40mmಧઓ्࿺  厚さ40mm 厚さ25mmླྀࢮഒ्࿺  厚さ25mm

厚さ
15mm
 削減！

�ইۉ耐火

※ 副資材の購入については、最寄りの営業拠点までお問い合わせください。 ※ 「3M」はスリーエムカンパニーの登録商標または商標です。

使用例 ： H-588×300×12×20の鋼材寸法の場合

厚さ：
65mm

厚さ：
40mm

ಧઓ्࿺  厚さ65mmಧઓ्࿺  厚さ65mm ഒ्࿺  厚さ40mmླྀࢮ

厚さ
25mm
 削減！

高密度仕様

◆ 副資材

製品

マキベエ 高密度仕様

厚 さ

40mm

25mm

密 度 標準寸法（働き幅） 特 性

100～140kg/㎥ 925（895）×5,000mm

100～140kg/㎥ 925（915）×8,000mm

◆ 製品仕様

不燃材料 注4

ホルムアルデヒド放散特性  F☆☆☆☆
注4：不燃認定を取得しております。
詳細はお問い合わせください。

スǽȓー接ౢई

目地部の耳および表面化粧材や
補修用テープの接着に使用します。

໶৩࿾Ǭーǽ

幅 100 mm × 100 m巻き
※ 各仕様のカラーに合わせたテープを　
　 ご用意しております。

೅ピン࠴೅ピン§୅ׇ材付ƀ࠴

製品厚さに対応した固定ピンがございます。
※ マキベエ WTA,CLAを使用する場合は、絶縁材付き固定ピンを使用してください。

高密度仕様 通常仕様
ಧઓ्࿺と࠘຾けがƗƂようƞ、
ඉඩ଎๰ྛੵ׳材の઩を໣ŻてŽƽƱす。

高密度化により鉄骨梁への
耐火被覆の厚さを低減できる仕様です。

　 3M製/3M　ニューダクトスプレー
※ コニシ製/ボンドスプレーのり Z-3

TM
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合成デッキと梁との間に生じる空隙に合わせ、台形状に加工したマキベエ。

ǭッキǙマܞめ材 
 ǙマǪȈール® � (+T/ENT

◆ 製品寸法

Ɛの௜のマキベエ® 製品§工法
OVJGT /#-+$EE 2TQFWEVU CPF CQPUVTWEVKQP OGVJQF

上　辺

下　辺 厚さ

高
　
さ コマ詰め材充填

◆ 施工例

マキベエ スリーブは、耐火被覆と同じ厚さのマキベエを円筒状にし、その内側をスパイラルダクトにて補強したスリーブ材。

マキベエ® スȑーǼ S.EE8E

マキベエ スリーブNは、従来品の内部芯材を仕様変更し軽量かつ簡易に輸送・保管ができるスリーブ材。

マキベエ® スȑーǼ N S.EE8E

◆ 施工例

250
100

300
150

350
200

400
250

450
300

500
350

マキベエ
厚さ65mm

150
100

200
150

250
200

300
250

350
300

400
350

450
400

500
450

マキベエ
厚さ20mm

200
100

250
150

300
200

350
250

400
300

450
350

500
400

マキベエ
厚さ40mm

◆ マキベエ スリーブを使用することによって確保可能な有効内径

有効内径

マキベエ

貫 通 孔 径 φ
有 効 内 径 φ

貫 通 孔 径 φ
有 効 内 径 φ

貫 通 孔 径 φ
有 効 内 径 φ

※マキベエ スリーブの内部芯材として、スパイラルダクトを使用する場合、マキベエ スリーブと同じ径のスパイラルダクトは設備事情の際に通す事ができない場合がありますのでご注意ください。
※マキベエ スリーブを実管として使用する場合は、鉄骨梁の両側200mm以内の位置に吊りボルトを設置してください。
※上記表示以外の寸法および施工方法等の詳細に関しては、お問い合わせください。

※ 有効内径は従来品同等となります。
※ 65mm品には対応しておりません。

貫通孔径

マキベエ

厚 さ

40mm

65mm

下 辺

170mm

150mm

195mm

195mm

上　辺

150mm

120mm

130mm

130mm

高　さ

55mm

80mm

80mm

55mm

スリーブ

スリーブ N

スリーブ

スリーブ N

スリーブ

支持部材

◆ 施工例

Φ350×L300 現 行

1

2.7kg重 量

体積比

新仕様

1/3

1.1kg

施工時 輸送・保管時

60%減

NEW

※ 密度および厚さは、被覆材同等以上で施工してください。

特許第4771741号
（すき間充てん構造に関する特許）
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マキベエ® スȑーǼۆಧࡱຨ෭එ׳工法 /#-+$EE 2ENET4#T+ON T*+NN+N) /ET*O&

鉄骨梁の貫通孔部に、より薄い厚さで施工可能な工法で、有効内径を大きく確保出来る認定構造です。

1層目 被覆材

2層目 被覆材
（現場施工）

◆ 特　長◆ 構造概略図

■ 従来工法に比べて、有効内径を大きくできます。

■ 鉄骨にあける貫通孔径を小さくすることも可能なため、
　 補強鋼板や鉄骨梁成の低減も期待できます。

40mm

耐火2時間仕様

有効内径貫通孔部マキベエ厚さ

φ300

20mm φ350

例） H-800の梁で、鉄骨貫通孔径φ400の場合

立面図断面図

耐火2時間

鉄骨梁サイズ

認定番号

鉄骨梁マキベエ厚さ

中空部2層目被覆材厚さ（現場施工）

中空部1層目被覆材厚さ

FP180BM-0307

65mm

20mm（25mmのアルカリアース
シリケートウールを圧縮施工して使用）

耐火3時間

H-300×200×12×25以上

FP120BM-0306

40mm

20mm（マキベエ使用）

20mm（マキベエ使用） 40mm（マキベエ使用）

◆ 耐火認定概要 ※詳細は認定図書をご確認ください。

施工の်ƿ

専用以外のマキベエでは、
スペースが大きく必要

従来工法との比較

厚さ：
40mm

φ300

上下で
40mm
 削減！

貫通孔に適切なサイズの
マキベエスリーブを通す

通したマキベエスリーブを
マキベエで覆う

専用のマキベエを使用し、
貫通部の有効内径を大きく確保

৑ਭ� ৑ਭ� ৑ਭ�

厚さ：
20mm

φ350

特許第5947500号（貫通孔部における2層構造に関する特許）

従来工法

薄肉化工法
50mm
拡大

65mm

耐火3時間仕様

有効内径貫通孔部マキベエ厚さ

φ250

20mm φ350

従来工法

薄肉化工法
100mm
拡大
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建築基準法（抜粋）

耐火性能に関する技術的基準
→建築基準法施工令107条

耐火建築物の主要構造部に関する
技術的基準
→建築基準法施工令108条の３

耐火構造の構造方法を定める件
→平成12年5月30日建設省告示
　第1399号
可燃物燃焼温度を定める件
→平成12年5月31日建設省告示
　第1432号

耐火性能検証法に関する算出方法等
を定める件
→平成12年5月31日建設省告示
　第1433号

基　準　法 施　工　令 告　示

建築基準法第2条（用語の定義）

五　主要構造部　壁、柱、床、はり、屋根又は階段をいい、建築物の構造上重要でない間仕切壁、間柱、附け柱、揚げ床、最下階の床、廻り舞台の床、
小ばり、ひさし、局部的な小階段、屋外階段その他これらに類する建築物の部分を除くものとする。

七　耐火構造　壁、柱、床その他の建築物の部分の構造のうち、耐火性能（通常の火災が終了するまでの間当該火災による建築物の倒壊及び延
焼を防止するために当該建築物の部分に必要とされる性能をいう。）に関して政令で定める技術的基準に適合する鉄筋コンクリート造、れんが造
その他の構造で、国土交通大臣が定めた構造方法を用いるもの又は国土交通大臣の認定を受けたものをいう。

九の二　耐火建築物　次に掲げる基準に適合する建築物をいう。

イ　その主要構造部のうち、防火上及び避難上支障がないものとして政令で定める部分以外の部分(以下「特定主要構造部」という。)が、（1）又は
(2)のいずれかに該当すること。
(1) 耐火構造であること。
(2) 次に掲げる性能（外壁以外の特定主要構造部にあっては、(ⅰ)に掲げる性能に限る。）に関して政令で定める技術的基準に適合するものであること。

ロ　（省略）

(ⅰ) 当該建築物の構造、建築設備及び用途に応じて屋内において発生が予測される火災による火熱に当該火災が終了するまで耐えること。
(ⅱ) 当該建築物の周囲において発生する通常の火災による火熱に当該火災が終了するまで耐えること。

耐火߆ۋ法۽ଊ (+4E 24OTECT+ON 4E)7.#T+ON

耐火時間の規定
・塔屋は、水平投影面積の合計が建築物の建築面積の1/8を超えるものは階数に数えます。
・地階は、水平投影面積によらず階数に数えます。
・令和５年４月１日より、脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部を改正する
法律等によって、階数に応じて要求される耐火性能基準の合理化が図られ、１.５時間、2.5時間の耐火性能が設定されました。

耐火構造の性能について

非損傷性 構造耐力上支障のある変形、溶融、破壊、その他の損傷を生じないこと。

加熱面（火炎面）以外の面の温度が、可燃物の恐れのある温度（可燃物燃焼温度）
以上に上昇しないこと。

加熱面（火炎面）以外の面に火炎を出す恐れのある損傷を生じないこと。

遮熱性

遮炎性

柱・梁

柱・梁

柱・梁

●最上階および最上階から数えて
　２以上４以内の階

●最上階から数えて
　２0以上の階

１時間耐火

柱・梁
●最上階から数えて5以上9以内の階

●最上階から数えて10以上14以内の階

●最上階から数えて15以上19以内の階

１.5時間耐火

2時間耐火

柱・梁 2.5時間耐火

3時間耐火

耐火認定の選定について 用語説明
耐火認定については、右下のQRコードから番号確認ができます。
・一部の耐火認定には鋼材に関する寸法以外の下記制約が記載されていますの
で注意が必要です。
梁：鋼材種(400N級、400N級以外)によって適用できる 
　  鋼材寸法が異な ること断面形状係数が記載数値以下
　  であること
柱：鋼材種の基準強度に対応する幅厚比(径厚比)がFC値
　  以下であること(幅厚比≦FC値)
　 部材幅に対して認定記載の厚さ以上であること

【鋼材種】
鋼材の材質と強度を表したもので、JIS 鋼材と大臣認定鋼材で表示が
異なります。主な鋼材の鋼種と基準強度を下表に示します。

【幅厚比、径厚比】
幅(径)厚比は鋼材の幅(径)と厚さの比を表したもので、幅厚比が小さ
いまたは厚さが大きいほど、火災時の鋼材強度低下が抑制されます。

【FC 値】
鋼材の局部座屈の抵抗値を意味して、幅厚比の値で表されます。（昭
和 55 年建設省告示第 1792 号第 3 第二号のイ　参照）

幅厚比
フランジ
ウェブH形鋼

角形鋼管
円型鋼管

b/tf

B/t
D/t

(D-2tf)/tw

tf

D B

b b

tw t t

H形鋼
角形鋼管 円型鋼管

D

JIS 規格品

一般構造用圧延鋼材
JIS G 3101

40mm以下

40mm超え
100mm以下

建築構造用
TMCP鋼材

建築構造用
高性能590N/mm2鋼材

基準強度 F(N/mm2)

建築構造用
冷間ロール成形角形鋼管

建築構造用
冷間ロール成形角形鋼管

建築構造用高性能
冷間プレス成形角形鋼管

SS400

SM400

SN400

SMA400

STK400

SS490

SM490 SM520

SN490

SMA490

STK490

STKR400 STKR490

STKN400 STKN490

SWH400

235

215

325

295

355

355
注2

注1 TMCP
325

BCP
235

235
(295) 325 355 385 440

BCP
325

BCP
325T

BCP
385

BCP
440

BCR
 295

TMCP
355

TMCP
385

235 15.5

295 13.8

325 13.2

355 12.6

385 12.1

440 11.3

235 48.0

295 42.8

325 40.8

355 39.1

385 37.5

440

235

295

325

355

385

440

235

295

325

355

385

44035.1

TMCP
440

SA
440

溶接構造用圧延鋼材
JIS G 3106
建築構造用圧延鋼材
JIS G 3136
溶接構造用耐候性熱間圧延鋼材
JIS G 3114
一般構造用炭素鋼鋼管
JIS G 3444
一般構造用角形鋼管
JIS G 3466
建築構造用炭素鋼鋼管
JIS G 3475
一般構造用溶接軽量H形鋼
JIS G 3353

基準強度
F

(N/mm2)

鋼種

400N級 490N級 520N級
大臣認定品

鋼種
断面 部位

基準強度 幅厚比

FCF(N/mm2)400N級 490N級 520N級 550N級 590N級

●主なJIS規格鋼材の基準強度
（H12年 建設省告示2464号）

●主な大臣認定鋼材の基準強度
（（一社）日本鉄鋼連盟 製品規格）

●主な鋼材の基準強度とFC値
(昭和５５年建設省告示第１７９２号抜粋）

注１ 厚さ40mm 以下のものは 275N/mm2、
　　厚さ40mmを超え100mm以下のものは 255N/mm2
　  とする。
注2 厚さ75mmを超え100mm以下のものは 325N/mm2
　  とする。
注3 BCR295 の基準強度は 295N/mm2 とする。

注3

H
形
鋼

フ
ラ
ン
ジ

ウ
ェ
ブ

48.0

42.8

40.8

39.1

37.5

35.1

100.0

79.7

72.3

66.2

61.0

53.4

断面 部位
基準強度 幅厚比

FCF(N/mm2)

角
形
鋼
管

円
形
鋼
管

NEW
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CE4T+(+C#T+ON N7/$E4 .+ST (+4E24OO(+N)

注1

マキベエ／マキベエ WGR、WTA、CLA、BL／マキベエ 高密度仕様

※小梁、間柱は主要構造部*に該当しない場合もありますのでご確認ください。
※鉄骨の大きさ、種類などを認定書で確認し、ご使用ください。
※上記以外の認定についてはお問い合せください。
※このカタログに掲載された認定番号は予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。
注1：不燃認定NM-4576（2）の材料を用いて、耐火認定を取得しております。
注2：JIS品例（400N級：SS400、SN400など、490N級＝SS490、SN490など）
注4：JIS品以外の充てんコンクリ-トには使用制限があります。詳細はP18を確認ください。

20

マキベエの必要厚さ［単位：mm］

　　　　　　　　　　　

25

通常仕様 20mm

高密度仕様 25mm

主要
用途

耐火
時間

形
状

単体
合成

ALC［75mm以上］ PC［100mm以上］

厚さ

鋼種注2 鋼種注2 鋼種注2

厚さ 厚さ

梁

1時間

1.5時間

箱貼り

直貼り

2時間
箱貼り

箱貼り

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー ー

ー

ー

ー ー

ー

ー

ー ー

直貼り

3時間
箱貼り

3面貼り

ー ー ー ー

ー ー ー ー

ー ー ー ー

20

80
（40+40）

80
（40+40）

20

40

20

20

40

20

40

20

40

25

25

40

40

20

40

40

40

40

40

40

40 40

65

65

65

65

65

65

65

105
（40+65）

■梁

主要
用途 耐火時間 単体

合成

ALC［75mm以上］ PC［100mm以上］

厚さ 厚さ 厚さ

柱

1時間

2時間

ー

ー

ー

ー

【□-300×300×16以上】
【○-Φ382×16以上】
FP120CN-0506-1

3時間 ー ー ー ー

ー ー20 20

20

40

40

40

20

40 40

4065

65

■柱（□、○）注：幅厚比関連

主要
用途 耐火時間

単体
合成

ALC［75mm以上］ PC［100mm以上］

厚さ 【鉄骨寸法】認定番号 厚さ 【鉄骨寸法】認定番号 厚さ 【鉄骨寸法】認定番号

柱
1時間

2時間 ー ー ー ー

ー ー20 20

4040

40

40

40

40

40

■柱（H）

主要
用途 耐火時間

単体

厚さ

柱

2時間

3時間

20

40

■柱（CFT）注4

【H-150×100×3.2×6以上】
 FP060BM-0047-1

【H-150×100×4.5×8以上】
 FP060BM-0047-1

【H-150(-2)×100(-1)
×3.2×3.2以上かつ

(2H＋B)/A  364ｍ-1以下注3】
　FP060BM-0672

【H-150(-2)×100(-1)
×3.2×5.3以上かつ

(2H＋B)/A  266ｍ-1以下注3】
　FP060BM-0672

【H-400×200×8×13以上】
FP060BM-0159-1

【H-148×100×6×9以上】
FP060BM-0671

【H-300×200×12×22以上
かつ (2H＋B)/A  76.5ｍ-1以下注3】

　FP120BM-0481-1

【H-350×175×7×11以上】
FP120BM-0634

【H-400×200×8×13以上】
FP090BM-0796

【H-300×200×12×16以上】
FP090BM-0797

【H-148×100×6×9以上】
FP090BM-0795

【H-400×200×8×13以上】
FP120BM-0010-1

【H-148×100×6×9以上】
FP120BM-0253-2

【H-248×124×5×8以上】
FP120BM-0220-1

【H-400×200×8×13以上】
FP120BM-0254-1

【H-294×200×8×12以上】
FP180BM-0255-1

【H-360×199×6×12以上】
FP180BM-0677

【H-148×100×6×9以上】
FP180BM-0327-1

【H-588×300×12×20以上】
FP180BM-0021

【H-150×100×3.2×6以上】
FP060BM-0049-1

【H-150×100×3.2×6以上】
FP060BM-0049-1

【H-150(-2)×100(-1)
×3.2×3.2以上かつ

(2H＋B)/A  364ｍ-1以下注3】
　FP060BM-0680

【H-150(-2)×100(-1)
×3.2×5.3以上かつ

(2H＋B)/A  266ｍ-1以下注3】
　FP060BM-0680

【H-150(-2)×100(-1)
×3.2×3.2以上かつ

(2H＋B)/A  364ｍ-1以下注3】
　FP060BM-0680

【H-150(-2)×100(-1)
×3.2×5.3以上かつ

(2H＋B)/A  266ｍ-1以下注3】
　FP060BM-0680

【H-400×200×8×13以上】
FP060BM-0196-1

【H-148×100×6×9以上】
FP060BM-0679

【H-400×200×8×13以上】
FP120BM-0319-1

【H-400×200×8×13以上】
FP120BM-0182-1

【H-400×200×8×13以上】
FP120BM-0182-1

【H-250×125×6×9以上】
FP120BM-0212-2

【H-294×200×8×12以上】
FP180BM-0320-1

【H-400×200×8×13以上】
FP060BM-0196-1

【H-148×100×6×9以上】
FP060BM-0679

【H-400×200×8×13以上】
FP120BM-0062-1

【H-250×125×6×9以上】
FP120BM-0212-2

【H-294×200×8×12以上】
FP180BM-0320-1

【□-150×150×9以上】
【○-Φ191×9以上】
FP060CN-0406-2

【□-75×75×6以上】
【○-Φ96×6以上】
FP060CN-0922

【□-300×300×12以上】
【○-Φ382×12以上】
FP120CN-0157-1

【□-150×150×9以上】
【○-Φ191×9以上】
FP120CN-0407-1

【□-300×300×16以上】
【○-Φ382×16以上】
FP180CN-0408-1

【□-150×150×6以上】
【○-Φ191×6以上】
FP060CN-0175-1

【□-75×75×6以上】
【○-Φ96×6以上】
FP060CN-0934

【□-300×300×9以上】
【○-Φ382×9以上】
FP060CN-0160-1

【□-300×300×16以上】
【○-Φ382×16以上】
FP120CN-0506-1

【□-300×300×9以上】
【○-Φ382×9以上】
FP060CN-0146-1

【□-300×300×12以上】
【○-Φ382×12以上】
FP120CN-0151-1

40
【□-75×75×6以上】
【○-Φ96×6以上】
FP060CN-0934

【鉄骨寸法】認定番号

400N級 400N級以外 400N級 400N級以外 400N級 400N級以外

【鉄骨寸法】認定番号 【鉄骨寸法】認定番号

【鉄骨寸法】認定番号

【Ｈ-300×300×10×15以上】
FP060CN-0005-1

【Ｈ-198×99×4.5×7以上】
FP060CN-0921

【Ｈ-125×125×6.5×9以上】
FP060CN-0504-1

【Ｈ-300×300×10×15以上】
FP060CN-0029-1

【Ｈ-198×99×4.5×7以上】
FP060CN-0933

【Ｈ-125×125×6.5×9以上】
FP060CN-0505-1

【Ｈ-198×99×4.5×7以上】
FP060CN-0933

【Ｈ-125×125×6.5×9以上】
FP060CN-0505-1

【Ｈ-300×300×10×15以上】
FP120CN-0007-1

【□-450×450×16以上】
【○-450×16以上】
FP120CN-0776-2

【□-450×450×12以上】
【○-450×12以上】
FP180CN-0285-3

【鉄骨寸法】認定番号

【鉄骨寸法】認定番号 【鉄骨寸法】認定番号

H

B

t2

t1

A

Ｈ
B
t1
t2

：鉄骨断面積（m2）
　 A=H×B-（H-2×t2）×（B-t1）
：鉄骨高さ（m）
： 鉄骨幅（m）
： 鉄骨ウェブ厚さ（m）
： 鉄骨フランジ厚さ（m）

（参考）鉄骨の断面形状係数の計算方法
断面形状係数（m－1）:（2H＋B）/A

注3：断面形状係数は下記の計算で求めます。

NEW
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NEW施工्࿺եဥ $E#/

ಙ೶ƽ

② ② ②

固定ピン

50程度

①

②
50程度

マキベエ

෷೶ƽ（�஗೶ƽ）

①

③ ③

②②

②

②②

②

下貼り目地
固定ピン 50程度

50程度 50程度

50程度
マキベエ

෷೶ƽ

②①
固定ピン

②② ②

50程度 50程度

マキベエ

固定ピン注1

　使用状況により異なりますが、被覆厚さが20、40mmは、梁高さが900mm以上
　被覆厚さが65mmは、梁高さが600mm以上の場合にピッチ400mm以下程度
　留付本数3本を目安として施工してください。

注１●梁の固定ピンについて
鉄骨寸法
留付ピッチ（②、③、④、⑥）

:記載寸法以上
:記載寸法以下

耐火被覆の折返し（①、⑤）
鉄骨と壁との距離（⑦）

:記載寸法以上
:記載寸法以下共通適用事項

෷೶ƽ ಙ೶ƽ

①

⑥

固定ピン

壁パネル

50程度

⑤

②
50程度

⑥

⑦

⑥

②

スピンドルピン等

② ②

マキベエ

②②

50程度

③⑦

50程度

③

②
①

スピンドルピン等
⑥⑤ ⑥

壁パネル

⑥

②
固定ピン

マキベエ

固定ピン注1

単௬　෷೶ƽ（�ྛ೶ƽ）

② ② ②①
固定ピン

②
④ ④

③ ③

③ ③

50程度

50程度

50程度

マキベエ

$E#/

၎ ࢳଏ࢈ூ （#.C§2C§耐火ృ熱Ƿǳル）၎ ࢳଏ࢈ூ （#.C§2C§耐火ృ熱Ƿǳル）

၎ 単௬࢈ூ၎ 単௬࢈ூ

※FP180BMー0021に適用
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A
　
L
　
C

P
　
C

合
　
　
成
　
　
構
　
　
造

230 5本Ｈ-588×300×12×20以上

ー

60

ー ーー

ー ーー

接地長さ
①

（mm）

上フランジ留付 下フランジ留付
注1 ウェブ部

ピッチ
②

（mm）

ピッチ
③

（mm）

ピッチ
④

（mm）
留付
本数

留付
本数

留付
本数

巻き付け
方向の
留付間隔
（mm）

 認定番号形
状

耐
火
時
間

１時間

１時間

２時間

1
時
間

時
間

1.5

2
時
間

3
時
間

高密度40
※

高密度40

高密度25

高密度25

鋼種

40

65

20

105
（40+65）

40

40

65

65

20

20

40

400N級

400N級以外

400N
級

400N
級以外

230

230 300

230 407.5

415

397.5

40

40

上貼り
230
下貼り
407.5

上貼り
230
下貼り
407.5

230

230

230

230

230

230

230

5本

5本

5本

上貼り
5本
下貼り
3本

上貼り
5本
下貼り
3本

5本

5本

5本

5本

5本
2440
以下

2440
以下

2440
以下
2440
以下
2440
以下

2440
以下

5本

5本

側面470
底面470

上貼り
407.5

上貼り
2440
以下

上貼り
2440
以下

上貼り
1650
以下

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

上貼り
折返し
30

上貼り
折返し
40

60

45

45

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

60

40

60

40

4本 4本

3本

3本

3本

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー
2440
以下

ー

ー

ー

ー 2440
以下
2440
以下

ー

ー ー

ー

ー

230 5本 2440
以下ー60 ー ーー

230 5本 1650
以下ー85

85

ー ーー

230 5本 1650
以下

2440
以下
2440
以下
1650
以下

ー ー ーー

ー

ー ー ーー

ー ー ーー

ー ー ーー

ー

ー

ー

ー

FP060BM-0671

FP060BM-0159-1

FP120BM-0254-1

FP180BM-0327-1

FP180BM-0255-1

FP120BM-0220-1

FP120BM-0634

FP120BM-0010-1

FP120BM-0253-2

FP120BM-0481-1

FP060BM-0672

FP090BM-0796

FP090BM-0797

FP090BM-0795

FP060BM-0047-1

Ｈ-148×100×6×9以上

Ｈ-400×200×8×13以上

Ｈ-400×200×8×13以上

Ｈ-148×100×6×9以上

Ｈ-248×124×5×8以上

Ｈ-400×200×8×13以上

230 5本40Ｈ-300×200×12×16以上

230 5本60Ｈ-148×100×6×9以上

Ｈ-294×200×8×12以上

Ｈ-350×175×7×11以上

Ｈ-400×200×8×13以上

Ｈ-148×100×6×9以上

H-300×200×12×22以上
かつ(2H＋B)/A  76.5ｍ-1以下

H-150(-2)×100(-1)×3.2×3.2以上
かつ(2H＋B)/A  364ｍ-1以下

H-150(-2)×100(-1)×3.2×5.3以上
かつ(2H＋B)/A  266ｍ-1以下

H-150×100×3.2×6以上

H-150×100×4.5×8以上

箱

箱（
３
面
）

単
　
　
体
　
　
構
　
　
造

直

80
（40+40）

80
（40+40）

上貼り
230
下貼り
430

上貼り
5本
下貼り
3本

上貼り
430

3本

3本

ーー

上貼り
折返し
40

ー

ー

ー

FP180BM-0677Ｈ-360×199×6×12以上

40

40

20

65
65

40

20

40

20

65

40
40

40
40
20

60
85
85

70

70 50

50 300 500 75

75

75

75

75

75

75

75
75
75

75

75

75

100

100

70

100

500

500

300

300

300
150

300

300

300
150

350

350
450

450

250

250

300

300

300
300
300

300

300

300

300

300
300

300
300

300

300

300

50

50
50
50
50
50
50
50

50

50

50
50

50
50
50

折返し
70

40

40
40
40

40
40
40

折返し
70

230

230

230

230

230
230

230

230

230
230

230
230
230

230

230

230

5本

5本

5本

5本 4本

4本

4本

4本
4本
4本

4本

4本407.5 3本
415 3本
407.5 3本

407.5 3本
415 3本
407.5 3本

4本

4本

4本

4本

4本

4本

4本

4本
4本

5本
5本

5本

5本

5本
5本

5本
5本
5本

5本
5本

5本

5本

Ｈ-400×200×8×13以上

400N
級

400N
級

400N
級以外

400N
級以外

Ｈ-250×125×6×9以上
Ｈ-294×200×8×12以上

H-150(-2)×100(-1)×3.2×5.3以上
かつ(2H＋B)/A  266ｍ-1以下

Ｈ-400×200×8×13以上

Ｈ-400×200×8×13以上

Ｈ-400×200×8×13以上
Ｈ-250×125×6×9以上

Ｈ-400×200×8×13以上

Ｈ-400×200×8×13以上
Ｈ-148×100×6×9以上

Ｈ-148×100×6×9以上

H-150(-2)×100(-1)×3.2×3.2以上
かつ(2H＋B)/A  364ｍ-1以下

H-150×100×3.2×6以上

 

430 3本

430 3本
FP120BM-0212-2

H-150×100×3.2×6以上 FP060BM-0049-1

H-150(-2)×100(-1)×3.2×3.2以上
かつ(2H＋B)/A  364ｍ-1以下
H-150(-2)×100(-1)×3.2×5.3以上
かつ(2H＋B)/A  266ｍ-1以下

FP060BM-0680

FP120BM-0319-1

FP180BM-0320-1
FP060BM-0196-1

FP060BM-0049-1

FP060BM-0679
FP120BM-0182-1

FP120BM-0062-1

FP120BM-0212-2

FP060BM-0196-1
FP060BM-0679
FP120BM-0182-1

FP060BM-0680

直

直

箱

箱

※合成耐火で施工する際は認定書に記載された方法で行ってください。

FP180BM-0021

40

1
時
間

2
時
間

2
時
間

1
時
間

1
時
間

1
時
間

3時間

2時間

2時間

3時間

接地長さ
①

（mm）

上フランジ留付 下フランジ
      留付注1 ウェブ部 壁への留付け

ピッチ
②

（mm）

ピッチ
⑥

（mm）

ピッチ
③

（mm）

ピッチ
④

（mm）

折返し
⑤

（mm）

留付
本数

留付
本数

留付
本数

留付
本数

 認定番号形
状

耐
火
時
間

鋼種

ー

ー 40 ー ー ー ー

ー ー

ー ー

ー ー

ー ー
ー ー

ー ー

ー ー

ー ー

ー ー

ー ー

ー

ー

ー ー

ー ー

̶ ̶

ー ー
ー ー
ー ー

ー ー

ー ー

ー ー

ー ー
ー ー

ー ー
ー ー
ー ー

60
85

ー
ー

ー
ー
ー

ー

ー
ー
ー
ー
ー

2440
以下

2440
以下

2440
以下

2440
以下

2440
以下

2440
以下

2440
以下
2440
以下
2440
以下

1650
以下
1650
以下

65 85 10035030050230 4本5本Ｈ-294×200×8×12以上 430 3本 FP180BM-0320-1ー ーー 1650
以下

1650
以下

2440
以下
2440
以下

4880
以下

鉄骨寸法（mm）被覆厚さ
（mm）

巻き付け
方向の
留付間隔
（mm）

鉄骨寸法（mm）
被覆
厚さ
（mm）

鉄骨と
壁との
距離⑦
（mm）

壁
厚さ
（mm）

230

H

B

t2

t1

A

Ｈ
B
t1
t2

： 鉄骨断面積（m2）
　 A=H×Bー（Hー2×t2）×（Bーt1）
：鉄骨高さ（m）
： 鉄骨幅（m）
： 鉄骨ウェブ厚さ（m）
： 鉄骨フランジ厚さ（m）

（参考）鉄骨の断面形状係数の計算方法
断面形状係数（m－1）:（2H＋B）/A

注2：断面形状係数は下記の計算で求めます。

注2

注2

注2

注2

注2

注2

注2

ー
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施工्࿺եဥ 2+..#4

2+..#4

٥౩ ౩ې

*౩

٥౩ ౩ې

*౩

マキベエ

固定ピン

50程度
固定ピン

①

50程度

①

50程度

①

①

固定ピン注1

②

②

固定ピン
①

マキベエ

②

①
マキベエ

②

固定ピン

マキベエ

固定ピン

①

①

ビス、または
スピンドルピン等

50程度

50程度

④

②

②

④

④

固定ピン

ビス、または
スピンドルピン等

壁パネル

⑤

③

マキベエ
②

①

ビス、または
スピンドルピン等

固定ピン

④

マキベエ
①

②

　使用状況により異なりますが、サイズ450×450mm以上の鉄骨の場合、
　ピッチ400mm以下、留付本数3本を目安として施工してください。

注１●柱の固定ピンについて
鉄骨寸法
被覆折返し（③）
留付ピッチ（①、②、④）

鉄骨と壁との距離（⑤）
壁厚さ

:記載寸法以上
:記載寸法以上
:記載寸法以下

:記載寸法以下
:記載寸法以上

NEW

①

④

マキベエ

②

٥౩§ې౩§*౩§C(T 単௬࢈ூ٥౩§ې౩§*౩§C(T 単௬࢈ூ

٥౩§ې౩§*౩ ࢳଏ࢈ூ （#.C§2C§耐火ృ熱Ƿǳル）٥౩§ې౩§*౩ ࢳଏ࢈ூ （#.C§2C§耐火ృ熱Ƿǳル）

共通適用事項

マキベエ

ビス、または
スピンドルピン等

固定ピン

ビス、または
スピンドルピン等

固定ピン
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※合成耐火で外壁に施工する際は、認定書に記載された方法で行ってください。
注2：JIS品以外の充てんコンクリートには使用制限があります。詳細はP18を確認ください。

40

20

20

40

40

65

65

20

40

40

40

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

230

230

230

230

230

230

230

230 1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

230

230

230

5本

5本

5本

5本

5本

5本

5本

5本

5本

5本

5本

FP120CN-0007-1

FP120CN-0776-2

FP060CN-0005-1

FP180CN-0408-1

FP120CN-0407-1

FP060CN-0406-2

FP060CN-0922

FP120CN-0157-1

FP180CN-0285-3

Ｈ-300×300×10×15以上

□-450×450×16以上
○-Φ450×16以上

FP060CN-0921Ｈ-198×99×4.5×7以上

FP060CN-0504-1Ｈ-125×125×6.5×9以上

Ｈ-300×300×10×15以上

□-300×300×16以上
○-Φ382×16以上

□-150×150×9以上
○-Φ191×9以上

□-150×150×9以上
○-Φ191×9以上

□-75×75×6以上
○-Φ96×6以上

□-300×300×12以上
○-Φ382×12以上

□-450×450×12以上
○-Φ450×12以上

H

角・丸

角・丸

‒

‒ ‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒

‒ ‒

‒

‒

鉄骨寸法（mm）形状

目地面留付け

ピッチ①
（mm）

ピッチ②
（mm）

留付
本数

留付
本数

認定番号

目地反対面留付け

鋼

　
　製

単

　
　体

　
　構

　
　造

C
F
T

20

20

40

20

40

40

40

40

40

20

‒ ‒

‒ ‒

FP060CN-0029-1

FP120CN-0506-1

FP120CN-0151-1

FP060CN-0934

FP120CN-0506-1

FP060CN-0146-1

H-300×300×10×15
以上

□-300×300×16以上
○-Φ382×16以上

□-300×300×9以上
○-Φ382×9以上

□-300×300×12以上
○-Φ382×12以上

□-75×75×6以上
○-Φ96×6以上

□-300×300×16以上
○-Φ382×16以上

□-300×300×9以上
○-Φ382×9以上

75

100

100 

75

100

100

300

300

300

300

300

300

‒

400

‒

 

 

50

 50

50

50

50

50

‒

4本

‒

4本

4本

4本

4本

4本

4本

FP060CN-0934□-75×75×6以上
○-Φ96×6以上 753003本430

3本430

3本430

3本430

3本430

3本430

3本430

4本400

3本430

3本407.5

50 4本 250

FP060CN-0175-1

FP060CN-0160-1

□-150×150×6以上
○-Φ191×6以上 75

75

300‒ 50

30050

‒

‒ ‒

‒ ‒

‒ ‒

‒ ‒

4本

4本

100

250

150

450

100

250 

450

Ｈ-198×99×4.5×7
以上

FP060CN-093375300‒ 50‒ 4本 250

Ｈ-125×125×6.5×9
以上

FP060CN-0505-175300‒ 50‒ 4本 250

75

角
・
丸

角
・
丸

H

形
状

柱正面留付 柱側面留付

ピッチ
①

（mm）

ピッチ
②

（mm）
留付
本数

折返し
③

（mm）

壁への留付

ピッチ
④

（mm）
留付
本数

留付
本数

認定番号

A

　L

　C
鋼

　製

P

　C

合

　
　成

　
　構

　
　造

注2

1
時
間

1
時
間

1
時
間

1
時
間

2
時
間

2
時
間

1
時
間

2
時
間

3
時
間

2
時
間
2
時
間
3
時
間

耐
火
時
間

耐
火
時
間

被覆
厚さ
（mm）

（mm）

巻き付け
方向の
留付間隔

鉄骨寸法（mm）
被覆
厚さ
（mm） （mm）

巻き付け
方向の
留付間隔

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

40

40

3本430

3本430

Ｈ-198×99×4.5×7
以上

FP060CN-093375300‒ 50‒ 4本 250

Ｈ-125×125×6.5×9
以上 FP060CN-0505-175300‒ 50‒ 4本 250

H
1
時
間

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

1950
以下

鉄骨と
壁との
距離⑤
（mm）

壁
厚さ
（mm）

注1
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etc Ɛの௜ NOTES

車路、駐車場など外壁のない開放部位等にご使用の際には、耐風仕様としてください。
なお、耐風仕様とする範囲等については、ご相談ください。

耐風仕様について

隣合う（または、上下間）居室で大きな温度差が生じる場合は、
納まりによっては鉄骨等に結露の発生が生じる可能性がありますので、こ注意ください。

結露について

●ピロティー部  ●自走式駐車場  ●倉庫車寄せ部  ●外壁に大きな開口がある場合
●ELVシャフト  ●梁成が大きいとき

耐風仕様の検討が必要

直貼り

合成構造

単体構造

●梁端部と壁面との距離が100mm未満の場合 ●梁端部と壁面との距離が100mmより大きい場合

●結露対策の例（上下階で温度差がある場合）

断熱材を施工

コンクリートスラブ

耐風仕様例

CFTに適用可能な充てんコンクリートは、下記(1)、(2)のうち、いずれか一仕様としてください。
(1)レディーミクストコンクリート（JIS A 5308）
(2)高強度コンクリート、高流動コンクリート、CFTコンクリート注1

柱（CFT）の認定について

注1：上記(2)の分類のコンクリートは、以下に示す特定の元請建設業者様による建設物件のみ適用可能であり、以下に示す、特定の元請建設業者様にのみ仕様詳細情報を開示できます。
鹿島建設株式会社、株式会社大林組、清水建設株式会社、大成建設株式会社、株式会社竹中工務店、株式会社鴻池組、戸田建設株式会社、西松建設株式会社、株式会社安藤・間、株式会社フジタ、
三井住友建設株式会社、株式会社熊谷組、五洋建設株式会社、前田建設工業株式会社、大和ハウス工業株式会社

5本/枚
４本/枚
３本/枚

5本/枚
４本/枚
３本/枚

5本/枚
４本/枚
３本/枚
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౪Վ事ࢬ NOTES

●運搬、保管について
• 水濡れ防止のため、ラックやパレットなどの上に置き、直置きはしないでください。
• 保管は、横置きとし、落下防止のため積み高さは、2.0m以下にしてください。
• 水がかかる場所、湿気により結露が発生する可能性のある場所を避けて保管してください。

●施工について
• ヘルメット、墜落制止用器具、安全靴（踏抜き防止インソール装着）、防じんマスク、耐切創手袋、保護メガネ、長袖の作業衣を着
用してください。

• 鉄骨面に浮き錆びやノロがある場合は、ピンの溶接不良が生じる可能性がありますので、取り除いてください。
• 切断は安全定規を使用し、カッターナイフなどの手動工具を使用してください。
• 高所作業は墜落制止用器具を必ず使用してください。
• マキベエの欠損、目地の隙間が生じた場合は貼りかえてください。
• 固定ピン施工後は必ず全数触手確認してください。
• 認定仕様に従って施工してください。
• マキベエスリーブの内部芯材としてスパイラルダクトを使用する場合、マキベエスリーブと同じ径のスパイラルダクトは設備工
事の際に通すことができない場合がありますのでご注意ください。

• マキベエスリーブのスパイラルダクトを実管として使用する場合は、鉄骨はりの両側200mm以内の位置に吊ボルトを設置し
てください。

• 石膏ボード等の仕上げ材をマキベエの面全体に押しつけての施工は、耐火性に影響が出ますのでお止めください。
• 表面化粧材の難燃性能を劣化させる恐れがありますので、表面への塗装は行わないでください。
• 製造上の理由により綿状にならなかった塊（湯塊）が混入する場合がありますが、性能には影響はありません。
• ロット間で色調に若干の違いが生じる場合や、部分的に耐熱ロックウールが透けて見えることがありますが、性能に影響は有り
ません。

• マキベエを手摺りなどに掛ける場合、割れ防止のため不織布面を上に掛けることを推奨します。
• 相じゃくり部のみを持ち上げると破損する恐れがあるため、注意して取り扱いください。

●溶接について
• ピンの踏抜き等の危険防止のため、溶接時に落下したピンは必ず拾ってください。
• 溶接（通電）時に、アースと鉄骨の設置部分からスパーク（火花）が発生することがありますのでご注意ください。
• 鉄骨表面やマキベエが濡れている場合は、感電する恐れがありますので、溶接作業を行わないでください。
• 火災の可能性がありますので、有機溶剤等の引火の恐れのあるものの近くでの溶接作業は行わないでください
• 溶接作業により、コンピュータ機器に悪影響（CRTディスプレイの乱れなど）を及ぼすことがありますので、コンピュータ機器を
置かないでください。

• 溶接ガンの先端が接着に使用するスプレー缶やその他金属（ワッシャーを除く）に接触した状況で、溶接ボタンを押すとスパー
ク（火花）が発生し、怪我や火災が発生する原因となりますのでご注意ください。

• 鋼材の塗膜厚70μm以上の場合は、スタッド溶接が難しくなる可能性があります。現場担当者と相談の上、試し打ちをしてから
施工してください。

●廃棄方法について
• 廃棄する場合は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律に従い、表面化粧材は「廃プラスチック類」、ロックウールは「がれき類」又
は「ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず」として処理してください。

●設計について
• カタログ以外の用途には使用しないでください。
• 屋外では使用しないでください。
• 耐火被覆材料（吹付けロックウールを含む）は鳥についばまれる事がありますので、対策が必要となる場合があります。
• マキベエは、T＝345log10（8t+1）+20【Tは平均炉内温度（℃）、tは試験の時間（分）】の式による加熱条件にて耐火試験
を行い、耐火性能を確認しております。なお、これ以上の加熱条件でのご検討の際はご相談ください。

• 竣工後、直接雨水がかかる場所、または、水に濡れる恐れのある場所へは使用しないでください。
• 外力や過度の衝撃や振動を受けると固定ピンやマキベエが脱落する可能性があります。屋内競技場や機械式倉庫など、物がぶ
つかったり常時振動を受ける場所に施工する場合は、ご相談ください。

　 一般注意事項
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